
 

 
平成 26 年１２月１７日 

 
 
報 道 機 関 各位 
 

東北大学災害科学国際研究所 

 

拝啓  

時下，ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り，厚く御礼

申し上げます。 

このたび平成 26 年１２月 2０日（土）に東北大学災害科学国際研究所は，気仙沼市内にお

きまして第６回防災文化講演会を開催いたします。当研究所は平成 25 年 7 月に「気仙沼市と

国立大学法人東北大学災害科学国際研究所との連携と協力に関する協定」を締結するととも

に，同年１０月には気仙沼分室（通称：気仙沼サテライト）を気仙沼市内に設置して，防災・

減災や復興の推進に連携して取り組んでまいりました。今回の講演会につきましても当研究所

と気仙沼の市民の皆様との情報交流の一環と位置付け開催させていただきます。 

一般の方を含め，多くの方々にご参加いただけますよう，広報活動にご協力の程，何卒宜し

くお願い申し上げます。また，当日取材を希望される際は，「お問い合わせ先」までご連絡く

ださい。 

 

敬具 

記 

 

 

１ 開催日時及び会場 

（１）日 時 平成 2６年１２月２０日（土） 

午後１時から午後３時３０分まで（開場：午後０時 30 分） 

（２）会 場 「海の市」２Ｆコミュニティ・スペース（座席数 54） 

（気仙沼市魚市場前 7-１３） 

 

気仙沼市における第６回防災文化講演会の開催について 

https://maps.google.co.jp/maps?rls=com.microsoft:ja:IE-SearchBox&oe=UTF-8&rlz=1I7GPEA_ja&gfe_rd=cr&gws_rd=ssl&um=1&ie=UTF-8&fb=1&gl=jp&cid=4033606293788212837&q=%E6%B5%B7%E3%81%AE%E5%B8%82&sa=X&ei=DtjxU-TIIo_k8AWD-4K4BQ&ved=0CBUQtgMwAA
https://maps.google.co.jp/maps?rls=com.microsoft:ja:IE-SearchBox&oe=UTF-8&rlz=1I7GPEA_ja&gfe_rd=cr&gws_rd=ssl&um=1&ie=UTF-8&fb=1&gl=jp&cid=4033606293788212837&q=%E6%B5%B7%E3%81%AE%E5%B8%82&sa=X&ei=DtjxU-TIIo_k8AWD-4K4BQ&ved=0CBUQtgMwAA


 

２ 主 催 

東北大学災害科学国際研究所 

 

３ 共 催 

気仙沼市 

 

４ 趣 旨 

東北大学災害科学国際研究所と気仙沼市のさらなる協力関係の強化と情報交流の

ため，本研究所が推進する防災・減災に関わる最新の調査・研究の成果に基づく災

害科学情報を，気仙沼市や近隣にお住まいの方々ならびに関連する活動を実施され

ている方々に向けて発信する。 

 

５ 対 象 ： 一般向け 

 

６ テーマ ： 「被災から１０年の中越・アチェより東北へのメッセージ」 

 

７ 次 第 

 

  午後０時 30 分 開場 

 

午後１時～ 開会挨拶・気仙沼サテライト紹介 

  川島秀一（東北大学災害科学国際研究所 教授） 

 

午後１時１０分～ 講演① 

 稲垣文彦（中越防災安全推進機構 復興デザインセンター長） 

  「新潟中越地震から１０年・東北に伝えたいこと」 

 

午後１時４０分～ 講演② 

 宮本匠（京都大学防災研究所 巨大災害研究センター 特定研究員） 

  「災害復興と交流〜身近な人との交流も〜」 

 

午後２時１０分～ 休憩 

 

午後２時２０分～ 講演③ 

 永見光三（独立行政法人国際協力機構 東北支部 震災復興担当） 

  「インドネシア国アチェにおける津波復興過程について」 

 

午後２時５０分～ 講演④ 

 井内加奈子（東北大学災害科学国際研究所 准教授） 

  「インド洋大津波から１０年の復興の歩み」 

 

午後３時２０分～ 閉会 



 

８ 参加申込 ： 不要 （当日会場に直接お越しください） 

 

９ 駐車場 

気仙沼魚市場屋上駐車場をご利用ください 

（１階平面駐車場は観光目的のお客様用となります） 

 

１０ 本件に関するお問い合わせ先                    

東北大学災害科学国際研究所 気仙沼分室ワーキンググループ（担当・笠原好之） 

Mail：kesennuma@irides.tohoku.ac.jp 

tel：022-717-7808 


